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Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６
♠ Q６５ ♠ Q10９２ ♠ A８６５３２ ♠ ８２ ♠ ３２ ♠ AKQ10８
♥ ７２ ♥ A８６ ♥ J８４ ♥ 10９４ ♥ ５３ ♥ A４
♦ ７４２ ♦ ８７６ ♦ ７ ♦ AQ６５３ ♦ AKQ３ ♦ K４
♣ Ｊ10９７４ ♣ J10４ ♣ AJ３ ♣ A９８ ♣ QJ10６２ ♣ K９６５

♠ AK８３ ♠ 10９４２ ♠ AJ７５４ ♠ K３ ♠ KJ４ ♠ ９ ♠ Q10４ ♠ AKJ６３ ♠ KQJ９ ♠ A10８５ ♠ J９７３ ♠ ６２
♥ K10９８６３ N ♥ A５４ ♥ QJ４ N ♥ K10７５２ ♥ Q７３ N ♥ K６２ ♥ ８７５ N ♥ AK６ ♥ AKJ９６２ N ♥ Q８４ ♥ Q５ N ♥ J10９７
♦ K W X E ♦ AQ10６ ♦ KQ W │ E ♦ A10５２ ♦ A８６３ W ─ E ♦ QJ10４２ ♦ K９８ W ┼ E ♦ 10４ ♦ ９８７ W │ E ♦ 10６ ♦ J９８６２ W ─ E ♦ A７５３
♣ A８ S ♣ Q２ ♣ ９５３ S ♣ K７ ♣ K10７ S ♣ Q５４２ ♣ K10６２ S ♣ QJ４ ♣ ― S ♣ K５４３ ♣ ４３ S ♣ QJ２

♠ Ｊ７ ♠ ８６ ♠ Q10７ ♠ ９７５ ♠ ７６４ ♠ ５４
♥ QJ ♥ ９３ ♥ A10９５ ♥ QJ３２ ♥ 10７ ♥ K８６３２
♦ J９８５３ ♦ J９４３ ♦ K９５ ♦ J７２ ♦ J５４２ ♦ Q10
♣ K６５３ ♣ AQ８６２ ♣ ９８６ ♣ ７５３ ♣ A９８７ ♣ A10８７

Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９ Ｎｏ．10 Ｎｏ．11 Ｎｏ．12
♠ K５２ ♠ AJ７３２ ♠ ６ ♠ QJ８ ♠ K10３ ♠ AQ６４３
♥ ７ ♥ J10３ ♥ Q８２ ♥ ９７６４２ ♥ A６２ ♥ A10５
♦ Q８７５４２ ♦ Q３２ ♦ AQ10９５４ ♦ K６ ♦ AQJ５ ♦ AQ８
♣ K８４ ♣ ９３ ♣ ９７５ ♣ ８５２ ♣ ６４３ ♣ J８

♠ ８７４ ♠ J ♠ KQ８６ ♠ ４ ♠ 10８ ♠ A９７５３２ ♠ 10７５２ ♠ AK６ ♠ Q８５ ♠ J９７４２ ♠ ２ ♠ KJ９７５
♥ Q８６５４ N ♥ J10９３ ♥ K８４ N ♥ AQ９２ ♥ ６ N ♥ A10４３ ♥ KJ Ｎ ♥ Q10５ ♥ QJ10８ N ♥ ９５ ♥ K７４ N ♥ ８３
♦ ３ W ┼ E ♦ AKJ９ ♦ J８７５ W X E ♦ A10 ♦ J８６２ W ─ E ♦ ― ♦ AQ９５３ W ┼ E ♦ J10８２ ♦ ９４ W X E ♦ K10３ ♦ ９６４３２ W │ E ♦ J７５
♣ A10９６ S ♣ QJ５３ ♣ K４ S ♣ A10８７５２ ♣ AJ10６４２ S ♣ KQ８ ♣ ６４ S ♣ AK７ ♣ K10９５ S ♣ ８７２ ♣ AK６４ S ♣ Q３２

♠ AQ10９６３ ♠ 10９５ ♠ KQJ４ ♠ ９４３ ♠ A６ ♠ 10８
♥ AK２ ♥ ７６５ ♥ KJ９７５ ♥ Ａ８３ ♥ K７４３ ♥ QJ９６２
♦ 10６ ♦ K９６４ ♦ K７３ ♦ ７４ ♦ ８７６２ ♦ K10
♣ ７２ ♣ QJ６ ♣ ３ ♣ QJ10９３ ♣ AQJ ♣ 10９７５

Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15 Ｎｏ．16 Ｎｏ．17 Ｎｏ．１８
♠ K10 ♠ A ♠ ２ ♠ 10７５ ♠ Q４２ ♠ AKQ９
♥ 10８６ ♥ A８６５３２ ♥ AQ10６３ ♥ ７５４ ♥ ５２ ♥ ８４
♦ K８５４３ ♦ AQ ♦ ７６３ ♦ AQJ８６ ♦ K９４２ ♦ KQJ２
♣ ９５４ ♣ AKQ10 ♣ AK10６ ♣ Q10 ♣ 10８４２ ♣ KJ５

♠ QJ９８５ ♠ ４３ ♠ K９８２ ♠ ６５ ♠ KJ９８３ ♠ AQ７５ ♠ J９３２ ♠ ６ ♠ AJ９３ ♠ 10８７６ ♠ J８６５２ ♠ 10７
♥ AKJ９ N ♥ Q７５３２ ♥ J10４ N ♥ Q９７ ♥ ８７ N ♥ K５２ ♥ AK９６ N ♥ Q10８３ ♥ K10９３ N ♥ QJ８７ ♥ A５３ N ♥ J９７
♦ 10２ W ┼ E ♦ A７ ♦ J10９ W Ｘ E ♦ ７５４３２ ♦ AQ10９ W │ E ♦ K８４ ♦ 10４ W ─ E ♦ ９７５２ ♦ A10 W Ｘ E ♦ ８７５ ♦ 10８ W │ E ♦ ９７６４３
♣ J８ S ♣ Q10７２ ♣ J８６ S ♣ ９５２ ♣ J８ S ♣ ９７４ ♣ ９７２ S ♣ KJ４３ ♣ AK６ S ♣ ９３ ♣ Q９２ S ♣ ８４３

♠ A７６２ ♠ QJ10７４３ ♠ 10６４ ♠ AKQ８４ ♠ K５ ♠ ４３
♥ ４ ♥ K ♥ J９４ ♥ J２ ♥ A６４ ♥ KQ10６２
♦ QJ９６ ♦ K８６ ♦ J５２ ♦ K３ ♦ QJ６３ ♦ A５
♣ AK６３ ♣ ７４３ ♣ Q５３２ ♣ A８６５ ♣ QJ７５ ♣ A10７６

Ｎｏ．1９ Ｎｏ．20 Ｎｏ．21
♠ AJ９８４ ♠ J10６２ ♠ Q６５２
♥ QJ10 ♥ A８５３２ ♥ A
♦ J ♦ ９８５３ ♦ AKJ９３
♣ QJ４３ ♣ ― ♣ ９７３

♠ 10６３ ♠ Q２ ♠ K９５ ♠ AQ７４ ♠ J９ ♠ 10８７３
♥ ５２ N ♥ AK８６３ ♥ KQJ６４ N ♥ 10 ♥ K10８５３２ N ♥ J９６
♦ AKQ10 W ─ E ♦ ８７３２ ♦ J７２ W ┼ E ♦ ６ ♦ ７５４ W │ E ♦ Q６

９６ S ♣ A５ ♣ A10 S ♣ KQJ８５３２ ♣ Q６ S ♣ K10５２
♣ ８６ ♠ K７５ ♠ ８３ ♠ AK４

♥ ９７４ ♥ ９７ ♥ Q７４
♦ ５４ ♦ AKQ10４ ♦ 10８２
♣ K10９７２ ♣ ９７６４ ♣ AJ８４
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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ Q６５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅのハンドで１♦でＯＰする（左）か、パスする（右）かは意見が分かれるか P　　　P　　 P　　 1♥
♥ ７２ P　　 1♦　　P　　 1♥ も知れない。１♦のＯＰの時はＷの３♥のジャンプリビッド対してＥが４♥に P　　 2♣　　P　　 2♠
♦ ７４２ P　　 1♠　　P　 　3♥ レイズしてそのまま決まるか、Ｗがスラムトライするかは微妙。一方、Ｅが P　　 3♦  　P　　4NT
♣ Ｊ10９７４ P  　 4♥　　P　　ｅｎｄ パスの時（右）は、Ｗの１♥ＯＰにＥがＤｒｕｒｙ ２♣をビッドし♥３枚以上と P　   5♥　　P　　 6♥

♠ AK８３ ♠ 10９４２ （ 4NT Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎハンドを示す。これにＷは２♠をビッドして（Ｇａｍｅ-Ｆ）ハンドに ｅｎｄ
♥ K10９８６３ N ♥ A５４ P　　5♥　　P　　　6♥ 余裕があることを示す。Ｅは３♦でレスポンスし、Ｗはスラムトライすること
♦ K W X E ♦ AQ10６ ｅｎｄ ） になる。
♣ A８ S ♣ Q２ ６♥/Ｗ　　ＯＬ：♣Ｊ→♣２→♣５→♣Ａ　　ウイナ－は♥以外で♣１♦３♠２の６個あるので、♥でルーザ－

♠ Ｊ７ が出なければ６メイクする。ダミ－へのエントリ－は♥Ａのみなので、♣Ａで勝った後、♦Ｋを勝ち、♥Ｋを勝つと、Ｓからサラッと♥Ｑが
♥ QJ 出て、次に♥１０を出すとＮから♥７が出た。♥Ｊのフィネスをするか♥Ａで勝つかは悩ましいゲスとなる。このハンドの場合はＱの抜け
♦ J９８５３ ている９枚カ－ドの集め方の基本に従ってフィネスをせず（確率的には差は僅かだが）、ＡＫをたたけば６メイク出来る。
♣ K６５３ 実際のゲ－ムでは、４♥で止まるのと６♥までビッドしたペア－は半々であった。また、６♥は約１/３がゲスを外し１ダウンとなって

いた。４♥の時は気軽にＡＫとタタクので殆どが６メイクになる。勝負心理のアヤである。

Ｎｏ．２
♠ Q10９２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♠レスポンスに対する、Ｅのリビッドは１ＮＴと２♦の両方が考えられる。　１ＮＴに対してはＷは３♥を
♥ A８６ 　1♥　　 P　　 1♠ ビッドして４♥ｏｒ３ＮＴの選択をＥに任せる［或いは、２♣（Ｃｈｅｃｋ-ｂａｃｋ Ｓｔａｍａｎ）をビッドするペアーも
♦ ８７６ P　　1NT　　P　　3♥ あるかも知れない］。　Ｅのリビッドが２♦の時はＷで一気に４♥をビッドする。
♣ J10４ P　　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：♠８　　ルーザは♥Ａと♣は♣ＡがＮにあれば１個で済むがＳにあれば２個になるので、他では

♠ AJ７５４ ♠ K３ 負けられない。またウイナ－は♠２♥４♦３の９個でメイクには１個不足。如何にするか？
♥ QJ４ N ♥ K10７５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ① ♥を集めた後 ♠の３－３の分れ（確率約３１％）を狙って♠の３巡目をハンドでラフして♠４枚目、５枚目
♦ KQ W │ E ♦ A10５２ 　1♥　　 P　　 1♠ を勝つ（ハンドへのエントリ－の関係で♦は２個しか勝てなくなる）。　②　♦の３巡目をダミ－の♥Ｊでラフ
♣ ９５３ S ♣ K７ P　 　2♦　　P　　 4♥ する。　ことが考えられるが②の方が成功する可能性が高い（♦が５－２ ｏｒ ４－３であれば良い；

♠ ８６ ＥＮＤ 確率８８％）。しかし、エントリ－の関係で、プレ－は慎重に組立る必要がある。　ＯＬはダミ－の♠Ａで
♥ ９３ 勝ち、♥Ｑを出す！これが勝てば、♥を続けずに（♥Ａは３枚の方にありそう）♦Ｋ♦Ｑを勝ち、♠Ｋでハンド
♦ J９４３ に入り、♦１０を出してダミ－の♥Ｊでラフして、♥４を出して♥Ａを追い出し♥を集めれば４メイクする。
♣ AQ８６２ 尚、Ｄｅｆｅｎｓｅが♥Ｑを♥Ａで勝ち、♠を出してきた時は、ハンドの♠Ｋで勝ち、♦Ｋ♦Ｑを勝った後、♥４を引いてハンドの♥１０で勝って

♦１０を出してダミ－の♥Ｊでラフした後、♠５を引いてハンドでラフして、♥を集めれば４メイクする。
尚、３ＮＴ/Ｅ　はＯＬ♣でダウン必至。

Ｎｏ．３
♠ A８６５３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ このハンドはＷの１♦にＮが１♠のＯＣを掛けて♦と♠の競り合いとなり、３の代まで上がる可能性が高い。
♥ J８４ 　P　　1♦ なお、Ｗがリビッドで２ＮＴをビッドすればそのまま決まる可能性があるが危険。
♦ ７ 1♠　 2♦　　2♠　　P
♣ AJ３ P　　 3♦　　P　　　P ３♦/Ｗ　　ＯＬ：　♥４（ｏｒ ♠Ａ　次に出すものが難しい）　　Ｓは♥Ａで勝ち、♠Ｑを出す。♠Ａで勝ったＮは

♠ KJ４ ♠ ９ 3♠　ｅｎｄ ♥を続ける。　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミーで勝ち、♦を♦Ｋをフィネスしながら集めれば３メイクは固い。
♥ Q７３ N ♥ K６２ 　（ P　） ３♠/Ｎ　　ＯＬ：♦Ｑ→♦Ｋ→♦Ａ→♦７　　Ｗからの♦リタ－ンをハンドでラフ♠Ａ♠３と出す（♠２－２の分れ
♦ A８６３ W ─ E ♦ QJ10４２ を狙って）と、♠で２ルーザ－になること判明。♥が１ル－ザ－になったが２メイクがヤットかも知れない。
♣ K10７ S ♣ Q５４２ （ルーザ－♠２♥１♦１♣１ある）。 通常９枚カ－ドでの競り合いは３の代までは良しとする。

♠ Q10７ ２ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ： ♠５　　３ダウンの可能性が高い。
♥ A10９５
♦ K９５
♣ ９８６
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Ｎｏ．４
♠ ８２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♠に対して最初パスしているＷは２♠にレイズする。　１ＮＴ-Ｆｏｒｃｉｎｇの場合でも２♠に直ぐレイズ
♥ 10９４  P する（１ＮＴでレスポンスして、リビッドで２♠をビッドしても、♠３枚サポ－トは示せない）。６～７ｈｃｐの
♦ AQ６５３ P　　1♠　　 P　　2♠ 場合は１ＮＴレスポンスでも良いかもしれないが・・・。Ｅは４♠にレイズして決まる。
♣ A９８ P　　4♠　　ｅｎｄ ４♠/Ｅ　　ＯＬ： ♥Ｑ ｏｒ ♥２  　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて♠５♥２♣３個勝てれば４メイク可能になる。　ＯＬは

♠ Q10４ ♠ AKJ６３ ハンドの♥Ａで勝ち、♠を３巡集め♣を出して♣Ａを追い出しに行く。♣Ａを持っているＮから見て、♣Ａと
♥ ８７５ N ♥ AK６ ♦ＡＱに加えてＳで♥１個勝てれば４♠は１ダウンできると考えられる。そこで♣Ａを勝つタイミングを
♦ K９８ W ┼ E ♦ 10４ 如何するが問題となる。Ｅの♣が３枚と見るか２枚と見るか？３枚と考えるなら３巡目までダックしなければいけない。２巡目ま
♣ K10６２ S ♣ QJ４ でに♣Ａを勝つと、♣の４枚目で赤いスーツのル－ザ－を捨てられる！　Ｅの♣が２枚とすればＥには♥と♦に６枚あるハズで♦２

♠ ９７５ ♥１のル－ザ－がありそうで、２巡目に♣Ａを勝ち♥をリターンするのが良い。このハンドでは♣３巡目まで♣Ａを出さないと１ダウン
♥ QJ３２ に出来る。　ＤｅｆｅｎｓｅのＮの判断で結果に大差の出るボ－ドである。
♦ J７２ 実際のゲ－ムでは４♠/Ｅ　１０テーブル中　４メイク　７Ｔ　１ダウン　３Ｔであった。
♣ ７５３

Ｎｏ．５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＤｅａｌｅｒのＮのハンドは１２ｈｃｐでリビッドが難しくなる可能性が高いが Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ ３２ 1♣　　P　　1♦　　1♥ Ｓのレスポンスが♥♠であれば１ＮＴをビッドするとして、１♣でオープン P　　　P　　　P　　1♥
♥ ５３ 2♦ 　3♦ 　 P　　 4♥ するのが普通（１♦のＯＰも考えられる）。 2♣　 3♣　 　Ｘ　　4♥
♦ AKQ３ （2♥） ｅｎｄ Ｓの１♦レスポンスに、Ｗのハンドで１♥のＯＣを掛けるかダブルを ｅｎｄ
♣ QJ10６２ 掛けるか迷う。Ｍａｊｏｒ ６-４なのでＯＣが多いかも知れない。

♠ KQJ９ ♠ A10８５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １♥のＯＣの時はＮの２♦レイズにＥは３♦のＣｅｕビッド（♥３枚サポ-トと
♥ AKJ９６２ N ♥ Q８４ 1♣　　P　　1♦　　 Ｘ 約１０ｈｃｐを示す）、Ｗが４♥をビッドする。　ダブルの時はＮの２♦レイズに、Ｅが２♠でテイクアウト
♦ ９８７ W │ E ♦ 10６ 2♦　2♠　　　P　　3♠ するので、Ｗは３♠にレイズし、Ｅが４♠をビッドする。　Ｎが最初パスした時は右のようなビッド経過で
♣ ― S ♣ K５４３ P　　4♠(P)  ｅｎｄ 簡単に４♥に落ち着く（Ｓのダブルはリードショウイング）。

♠ ７６４ ４♥/Ｗ　　ＯＬ： ♦Ｋ　♦Ｑを続け　♣Ｑを出す。　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ、♥を集めると２順で済むので
♥ 10７ ５メイク。
♦ J５４２ ４♥/Ｅ　　ＯＬ： ♣Ａ　ｏｒ　♦２　　上記と同様に簡単に５メイク。　　４♠/Ｅも簡単に５メイク。
♣ A９８７ １６Ｔ中　４♠/Ｅは１Ｔのみであったのは意外である。　２-３♥/Ｗも３Ｔであった。　さすがにＮ-Ｓ Ｖｕｌで５♣、５♦まで競ったペア－は

無かった。

Ｎｏ．６
♠ AKQ10８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４ｔｈハンドの１♠にＳは１ＮＴでレスポンスし、Ｎの３♣のジャンプシフトにＳで４♣レイズか、３♥をビッド
♥ A４ 　 P　　　P　　　P するか迷うが、３♥をビッドするのが普通。これにはＮが３ＮＴをビッドする（右上）。４♣には５♣をビッド。
♦ K４ 1♠　　P　　1NT　　P ３ＮＴ/Ｓ　ＯＬ：　♦６　　Ｅは♦Ａで勝ち♦３を返す。♦Ｑで勝ったＤｅｃｌａｒｅｒのプレ－計画は？
♣ K９６５ 3♣　　P　　 3♥　　P ♥２♦１♣２個は確実で♠で４個勝てれば３メイク出来る。　① ♠ＪをＷに期待してフィネスをするか、

♠ J９７３ ♠ ６２ 3ＮＴ　　ｅｎｄ ② ♠の３－３の分れ（確率約３１％）を狙いつつ、４－２でも♠Ｊが２枚の方にある（約１６％）ことを狙う
♥ Q５ N ♥ J10９７ かである。後者も成功率ではフィネス（５０％）と大差はない。尚、♠Ｊのフィネスをする場合、♠Ａを勝っ
♦ J９８６２ W ─ E ♦ A７５３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ てからハンドに戻り、２巡目に行うこと（確率は少ないがＥの♠Ｊシングルトンに備える）。
♣ ４３ S ♣ QJ２ 　 P　　　P　　　P このハンドは①のフィネスが成功して４メイク。②のプレ－では１ダウン。

♠ ５４ 1♠　　P　　1NT　　P ５♣/Ｎ　　ＯＬ： ♥Ｊ　ハンドの♥Ａで勝ち、♣Ａ♣Ｋを勝ち♠ＡＫＱと出す。Ｅ（Ｗ）が何処でラフしても、♦Ａ
♥ K８６３２ 3♣　　P　　 4♣　　P に負ければ５メイクは固い（ルーザ－♦Ａ、♣Ｑのみ）。
♦ Q10 5♣　　ｅｎｄ 実際のゲ－ムでは３ＮＴ/Ｓがプレ－された１０Ｔ 中、メイクは１Ｔのみであったのは意外である。
♣ A10８７ 実戦心理が作用したのかもしれない。
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Ｎｏ．７
♠ K５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♠に対して、Ｎのレスポンスで２♠にレイズすると、Ｓが３♠をリビッドするので、４♠にレイズする。
♥ ７  1♠　　 P 尚、ＥではＶＵＬではあるが２♠にダブルを掛けることもある（２♠では売りたくない）。
♦ Q８７５４２ 2♠　P（Ｘ）　3♠　　 P この時は♥と♠の競り合いになる可能性もあり。
♣ K８４ 4♠　　ｅｎｄ ４♠/Ｓ　ＯＬ： ♦３　　ＥはＯＬを♦Ｊで勝ち、♦Ｋを勝ち♦９を出す。Ｓは♠Ｑ（♠１０）でラフする。

♠ ８７４ ♠ J ♥を１回ダミ-でラフしても、４メイクには♣ＡがＷにあって♣Ｋが勝てることに賭けるしかない！
♥ Q８６５４ N ♥ J10９３ そこで、♠を出してダミ－の♠Ｋで勝ち♥７を引いてハンドの♥Ａに入り、♥２をダミ－でラフする。次いで♠を刈り上げてから、ハンド
♦ ３ W ┼ E ♦ AKJ９ から♣を出し、♣Ｋのスチールを狙う。
♣ A10９６ S ♣ QJ５３ このプレ－が成功して４メイクとなる。♦の３巡目にＷでオーバ－ラフされないことがが大切で♠Ｊの在処を当てる必要がある。

♠ AQ10９６３ ♠が２－２の分れか（３８％）、３－１で♠Ｊがシングルトン（１３％）と仮定すれば♠Ｑでラフが良い。♠ＪＸＸ（約２０％）がＥにあるとする
♥ AK２ なら♠１０が良いが・・・・・。
♦ 10６ ３７テーブルのペア－戦で４♠/Ｓ　４Ｍ　１２Ｔ；　４♠/Ｓ　１－２Ｄ　８Ｔ；　３♠/Ｓ　４Ｍ　５Ｔ　３Ｍ　７Ｔ；　４♥Ｘ/Ｗ　１－２Ｄ　３Ｔであった。
♣ ７２

Ｎｏ．８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＷがＡのない１２ｈｃｐのハンド（絵札の形も良くない）なので、最初パス Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ AJ７３２  P した時はＥの１♣のＯＰにＷが２ＮＴ（最初パスしているので１♠では 1♦
♥ J10３ P　　1♣　　　P　　2NT ハンドの強さを示せない）をビッドし、Ｅが３ＮＴにレイズする（左）。 P　　1♥　 　P　　 1♠
♦ Q３２ P　 3NT　　ｅｎｄ Ｗが１♦でＯＰし、Ｎがパスした時はＥは１♥でレスポンスし、Ｗの１♠に P　2♣（3♣） P　 2♥（3♥）
♣ ９３ Ｅは２♣をビッド（４ｔｈスーツでＦｏｒｃｉｎｇであるが♣スーツとは限らない） P　 3NT　　ｅｎｄ

♠ KQ８６ ♠ ４ するか、♣５枚以上で強いハンドを示す３♣をビッドする。何れにしてもＥが３ＮＴをビッドすることに
♥ K８４ N ♥ AQ９２ なる（右上）。一方、Ｎが１♠のＯＣをした時はＥの２♣にＷが２ＮＴをビッドし、Ｅが３ＮＴにレイズ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♦ J８７５ W X E ♦ A10 する（右下）。 1♦
♣ K４ S ♣ A10８７５２ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ： ♠３→♠４→♠９→♠Ｋ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣で５個勝てれば３メイクは固いので、♣Ｋを 1♠　2♣　 　P　　2NT

♠ 10９５ 勝ち、♣４を出してＮから♣Ｑｏｒ♣Ｊが出なければ、ダミ－から♣１０を出して♣Ｑ（♣Ｊ）を追い出す。 P　　3NT　　ｅｎｄ
♥ ７６５ ♣Ｑで勝ったＳが♠１０を出してくれば、♠Ｑをカブセル！（♠８がストッパ－）。Ｎから何が出ても。
♦ K９６４ ４メイクは固く、♥４枚目が勝てると５メイク。　　３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ： ♠１０→♠Ｋ→♠Ａ→♠４　Ｎが♠３を返してきた時は、Ｄｅｃｌａｒｅｒは
♣ QJ６ ♠５－３に備えて一度ダックしてから♠Ｑを勝つ、次に♣Ｋを勝ち♣４を出してＮから♣Ｑｏｒ♣Ｊが出なければ、ダミ－から♣１０を出す

（重要：Ｎが♣３枚に備える安全プレ－）。　４メイクは固い。ＯＬ：♦４の場合でも♦で２ストッパ－あるので、♣Ｑに負けるプレ－で
４メイクは固い。

Ｎｏ．９
♠ ６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 競り合いでの判断が難しいハンドである。Ｅの２♠まで自然な流れで、Ｎで３♥に競り上がる。
♥ Q８２ P　　 1♠　　2♥　　P これに対してＷで３♠に競るかパスするかの判断は？　Ｅ-ＷがＶｕｌで♠８枚フィットしか見えないので
♦ AQ10９５４ P　　 2♠　　 P　　 P パスするのが普通だが・・・・・。
♣ ９７５ 3♥　　P　　 P    3♠（P） ３♥/Ｓ　ＯＬ：　♠１０　　♠Ａで勝ったＥは♣Ｋを返す。これが勝つので♣Ｑを続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドで

♠ 10８ ♠ A９７５３２ 　P(4♥)   ｅｎｄ ラフし、♠Ｋでダミ－の♣９を捨ててから、♥７を出しダミ－の♥Ｑを出す。Ｅが♥Ａを勝たなければ、♥２を
♥ ６ N ♥ A10４３ 引きＥから♥Ｌｏｗが出れば、ハンドから♥Ｊを出す。これが勝てれば、♥Ａ１０をＥに残し、♦Ｋを出しＥが
♦ J８６２ W ─ E ♦ ― 何処でラフしても２ル－ザ－だけで３メイクする。Ｅが♥の１ｏｒ２巡目に♥Ａで勝った時も、３メイクは可能。　ＯＬ：♣Ａ　　♣Ｊが続け
♣ AJ10６４２ S ♣ KQ８ れれば、Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフし、上記と同様♥を２巡集めて、♦を出すプレ－で３メイクになる。ドチラにしても４メイクは難しい。

♠ KQJ４ ３♠/Ｅ　　ＯＬ：　♥７　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ａで勝つ。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠を集める前に♥をダミ－でラフする必要がある。第２トリックで♥３を
♥ KJ９７５ 出し、ダミ－でラフ、♦ラフでハンドに戻り、♥をラフしてから♣でハンドに戻り、♠Ａを取り、♠を出して負けに行く。♠３ル－ザ－と♥で
♦ K７３ １ルーザ－出るが３メイクする。
♣ ３ ３７テーブルのペア－戦で、３♠/Ｅが１０テーブルの中　メイク ５Ｔ、ダウン ５Ｔ：　３♥/Ｓは４Ｔのみで、４♥/Ｓをプレ－したのは

１２Ｔであった。　４♥、４♠にはダブルが掛かる可能性高い。損得勘定はどうなるか？　４♥Ｘ/Ｓ　１ダウン（－１００）が正解？
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Ｎｏ．10
♠ QJ８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１ＮＴに、ＷはＳｔａｙｍａｎ ２♣を経由して、３ＮＴをビッドする。
♥ ９７６４２  1NT　　P     2♣
♦ K６ P　　 2♦　　 P   3NT ３ＮＴ/Ｅ　ＯＬ： ♣Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣５－３の分れに備えて、♣の１巡目はダックして２巡目に♣Ａで勝つ。
♣ ８５２ ｅｎｄ ウイナ－は♠２♣２あり♦Ｋのフィネスが成功すれば♦５個あり３メイクになるが、♦Ｋのフィネスが抜けると

♠ 10７５２ ♠ AK６ ♥で１個必要になる。　そこで♣Ａで勝った後、ハンドからダミ－に向けて♥５を出す。ダミ－の♥Ｋが勝つと
♥ KJ Ｎ ♥ Q10５ ♥を続けずに（♥を続けて♥Ａに負けて、♥で♥Ｑに入れられると♥のストッパ－が無くなる）、♠Ａでハンドに戻り、♦Ｋのフィネスをすると
♦ AQ９５３ W ┼ E ♦ J10８２ このフィネスが成功しないでも３メイクは固い。♥Ｋが♥Ａに負けて♣が出てきて、ハンドの♣Ｋが追い出されても、♦ＫでＮに入った時に
♣ ６４ S ♣ AK７ Ｎには♣がない（ＯＬでのダックの効果：Ｎに♣が残っている時は４－４の分れで♣では２個負けるだけで３メイクは安全）。

♠ ９４３ 尚、♥を触るより先に♦のフィネスをするのは、♥ＡがＮにあれば良いがＳにあると危険である（Ｎの♦Ｋに負けた時に♣のストッパ－に
♥ Ａ８３ 打ち込まれている）。ドチラに負けるか不明のス－ツを先に触るのが原則である。
♦ ７４
♣ QJ10９３

Ｎｏ．11
♠ K10３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♣のＯＰにＮは２♦でレスポンスし、Ｓの１♥のリビッドに３ＮＴをビッドするのが普通であるが、Ｅでの
♥ A６２  1♣　　 P ＯＣを避けるために、最初のレスポンスで一気に３ＮＴ（１３～１５ｈｃｐ）をビッド（左下）することも考えられる。
♦ AQJ５ 1♦　　P　　 1♥　　 P ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ： ♠４　　最初はダックし、♠の２巡目で♠Ａで勝つ。３メイクには♠２♥２とＭｉｎｏｒで５個勝つ
♣ ６４３ 3NT　ｅｎｄ 必要がある。　プレ－方針？第２トリックでは♦２を引きハンドから♦Ｑを出す。　① ♦Ｑが勝てた場合は

♠ Q８５ ♠ J９７４２ ♦の２回目のフィネスは避けて♦Ａを勝ち、♦５を出して♦Ｋに負ける。次に♠が出されたら♠Ｋで勝ち、♣を
♥ QJ10８ N ♥ ９５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 出して、♣Ｋのフィネスをする。これが成功せずＷの♣Ｋに負けても、Ｗは♠を返せない。Ｗに♠が残って
♦ ９４ W X E ♦ K10３  1♣　　 P いる時は♠は４ー４の分れである。３メイクは固い。　②　Ｅの♦Ｋが勝って♠が出された時は、ハンドの♠Ｋ
♣ K10９５ S ♣ ８７２ 3NT　ｅｎｄ で勝ち、♣のフィネスをする。

♠ A６ ♦のフィネスを先にして、♣のフィネスを後にすることが重要（Ｎｏ．１０のプレ－と共通するところがある）。
♥ K７４３ ♦が４－１の分れの時は、♣Ｋのフィネスが成功しないと３メイクは出来ないとしてプレ－する。
♦ ８７６２
♣ AQJ

Ｎｏ．12
♠ AQ６４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１ＮＴレスポンスがＦｏｒｃｉｎｇの時は、Ｎはリビッドで２♦をビッドし、Ｓが２♠をビッドするので、ｈｃｐに
♥ A10５  P 余裕があるＮはパスするか３♠をビッドしてＩｎｖｉｔａｔｉｏｎするかは悩ましい。Ｎが３♠をビッドしても、Ｓは弱い
♦ AQ８ 1♠　　P　　1NT　　P のでパスする。尚、Ｓの１ＮＴ対してＮは１７ｈｃｐあるので２ＮＴにレイズするペアーもある（左下）。これに
♣ J８ 2♦　　P　　2♠　　 P 対してＳは♠３枚なら３♠に直すが、このハンドではパスが普通。

♠ ２ ♠ KJ９７５ 3♠  　P    P  ｅｎｄ
♥ K７４ N ♥ ８３ P　　ｅｎｄ ３♠/Ｎ  　ＯＬ：　♥８　（結果的には良いリ－ドとは云えないが仕方なし）→♥Ｑ→♥Ｋ→♥Ａ　Ｄｅｃｌａｒｅｒは
♦ ９６４３２ W │ E ♦ J７５ ダミ－に向けて♠３を出すが、Ｅが何を出しても♠で３ル－ザ－出て、♣２個負けると少なくとも１ダウン。
♣ AK６４ S ♣ Q３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ プレ－によっては２ダウンもあり得る。ＯＬが♣２の場合でも♥Ｋのフィネスが可能で♣２♠３のルーザー

♠ 10８  P で１ダウンで済みそうである。
♥ QJ９６２ 1♠　　P　　1NT　　P ２ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ：♣Ｋ　　次に何を出すか？　♦３を出す。♦Ｋで勝ったＤｅｃｌａｒｅｒが♥Ｑ、♥９を出してきた
♦ K10 2NT　P　　　P　ｅｎｄ 時にＥが♥Ｋをカバ－すると、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥で５個勝てるので容易に３～４メイクになる。しかし、Ｗが♥の
♣ 10９７５ （2NT：　16ｈｃｐ ｕｐ） ３巡目まで♥Ｋを出さないとＳへのエントリ－が無いので２メイクがヤットになるかも知れない（Ｄｅｆｅｎｓｅで

のダックの判断が問題となる）。
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Ｎｏ．13
♠ K10 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ このハンドはＢｏｔｈＶｕｌながら互いに９枚カードの♦と♥の競り合いとなり、３の代、４の代まで競り上がる
♥ 10８６ P　　　P　　1♦　　1♠ 可能性がある。
♦ K８５４３ 2♦　　Ｘ　　P　　　2♥ Ｓの１♦にＷが１♠のＯＣを掛け、Ｎが２♦にレイズする。これに対してＥはレスポンシブルダブルをかけ
♣ ９５４ 3♦　　3♥　　ｅｎｄ る（ある程度のｈｃｐがあり、♥♣がスーツで、♥♣が４枚なければＷで２♠をリビッドも良いことを示す：♠に

♠ QJ９８５ ♠ ４３ （4♦　4♥までも？？） ３枚あることが望ましいが・・・）。Ｗが２♥をビッドし、Ｎが３♦に競ってくればＥは３♥まで競る。
♥ AKJ９ N ♥ Q７５３２ ４♦/Ｓ　　ＯＬ： ♥Ｋ　続いて♥Ａを出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒはラフして♦を２巡で集められるので、♦４♣２♠２個と
♦ 10２ W ┼ E ♦ A７ ♥ラフ２回で４メイク。
♣ J８ S ♣ Q10７２ ３♥/Ｗ　　ＯＬ： ♦４　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦Ａで勝つ。　♥５　♦１は確実で、♣を２個負ければ残り１個とラフ１回の２個勝てるが、

♠ A７６２ １ダウンが相場（ルーザ－：♦１♣２♠２あり）。一方、♠を２個負ければ残りの♠３個が勝てるようになるので、Ｄｅｆｅｎｓｅが♣２個を
♥ ４ 取り損なうと３メイクされる可能性がある。　　
♦ QJ９６
♣ AK６３

Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４ｔｈハンドのＮの２♣（Ｓｔｒｏｎｇ）ＯＰ以後のビッドはどうなるか？ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
Ｎｏ．14 　 P　　　P　　 P スーツマッチしない中でのコントラクトの選択が難しい。４♥、４♠ ｏｒ 　 P　　　P　　 P

♠ A 2♣　  P     2♦　　P ３ＮＴで止まるかスラムまでビッドするか。 2♣　  P    2♦ 　　P
♥ A８６５３２ 2♥　  P     2♠　　P ６ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♦３　　Ｄｅｃｌａｒｅｒのプレ－計画？　ウイナ－は♣３♦３♥２♠１ 2♥　　P    2♠　　 P
♦ AQ 3♣　  P     3♠　　P の９個しかない。何処で増やすか？♠は♠Ｋに負ければ５個勝てる（４－２ 3♣　　P    3♠　　 P
♣ AKQ10 3NT　P      P  ｅｎｄ の分れとして）。しかし、♠Ｋの追い出しと、残りの♠を勝つために、ダミ－へ 4♠　　P　 4NT    P

♠ K９８２ ♠ ６５ 　（4♠） 　（ 4NT　 P のエントリーが２回必要である。ダミ－へのエントリ－が少ないので注意が 5♣    P    6♠　　ｅｎｄ
♥ J10４ N ♥ Q９７ 5♣  P    6NT(6♠)ｅｎｄ） 必要。♠で５勝出来れば♦では２勝で良いので、ＯＬはハンドの♦Ａで勝つ。
♦ J10９ W Ｘ E ♦ ７５４３２   次に♠Ａを勝ち♥Ｋでダミ－へ渡り、♠Ｑを出して♠Ｋを追い出せば、♦Ｋをエントリ－に残りの♠が勝てる
♣ J８６ S ♣ ９５２ ので６メイクする。　ＯＬの♦をウッカリ♦Ｑで勝つとダミ－へのエントリ－が不足して、６メイク出来ない。

♠ QJ10７４３ 尚、このハンドは６♠/Ｎも♠Ｋに負けるだけでメイクする。　４♥/Ｓ　　は幸運にも♥３－３、♣３－３の分かれで６メイクになる。
♥ K 実際のゲームではスラムをビッドしたのは１/３で他はゲ－ム止まりであった。
♦ K８６ また、ＳがＷｅａｋ ２♠でＯＰした場合のＮのビッドはどうなる？　ＮのＯｇｕｓｔ ２ＮＴに対してＳは３♥をビッド（♥は弱く、ハンドは強い）、
♣ ７４３ ６♠に到達出来るか？　♠で１ル－ザーに抑えられるかが問題となる（♠ＫＱＪ10の中３枚あれば良いが・・・）。Ｎでの判断。

Ｎｏ．15
♠ ２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗが１♠でオ－プンして（１１ｈｃｐであるが絵札が集中していてオープンするのが良い）、Ｎが２♥のＯＣ
♥ AQ10６３   P　　 1♠ をした時、Ｅは♠４枚の１２ｈｃｐバランスハンドなので、３♥のキュービッドをするのが普通（一気に４♠を
♦ ７６３ 2♥　 3♥　　 P　　3♠ ビッドすることも考えられるが、Ｗが強いハンドの時スラムを逃す恐れがある）。　これにＷが３♠をビッド
♣ AK10６ P　　 4♠　ｅｎｄ してＥで４♠にレイズする。　一方、Ｗが最初パスした時はＮが１♥でオープンするので、１２ｈｃｐのＥは

♠ KJ９８３ ♠ AQ７５ パスするよりなく、ＳのパスにＷが１♠のＯＣをして、Ｅが３♠にレイズ（２♥のキュービッドもあり）、これを
♥ ８７ N ♥ K５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗがパスするか４♠にレイズするかは微妙（左下）。
♦ AQ10９ W │ E ♦ K８４   P　　  P ４♠/Ｗ　ＯＬ： ♣Ｋ（Ｓは♣５を出す）　　Ｎは♣Ａを出し♣６を続ける（Ｓは♣２枚か♣Ｑを持っているとして）。
♣ J８ S ♣ ９７４ 1♥　　P　　 P　 　1♠ Ｄｅｃｌａｒｅｒはこれをラフし、♠を集めて♦４個勝った（ダミ－から♥を捨てる）後、ビッドから♥ＡはＮにあると

♠ 10６４   2♣(P)　3♠　　P　　4♠(P)　 してハンドから♥７を出し♥Ｋのスチールを狙う。これが成功するので４メイク。
♥ J９４ （ 2♥　　P　　3♠ １６テーブルのチーム戦でのコントラクトは　４♠/Ｗ　７Ｔ；　３♠/Ｗ　５Ｔ；　２♠/Ｗ　４Ｔ　で、何れも
♦ J５２ P　　 4♠　）　ｅｎｄ ４メイク。　チーム戦としては４♠ビッドが意外に少なかった。ＮｏｎＶｕｌであったせいかもしれない。
♣ Q５３２
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Ｎｏ．16
♠ 10７５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♠に対して、Ｎはパスハンド（９ｈｃｐ）なので１ＮＴのレスポンスより、２♠のレイズが良いと考える。
♥ ７５４  P Ｎの２♠にＳが直接４♠をビッドするか、３♠を経由してＮが４♠にレイズするかはペア－によるが、
♦ AQJ８６ P　　　P　　1♠　　 P このハンドでは３♠を経由するビッドが多いかも知れない。
♣ Q10 2♠　　P　　4♠　　ｅｎｄ ４♠/Ｅ　　　ＯＬ：♥Ｋ　続いて♥Ａ、♥６が出された。プレ－方針は？　♠３－２（６３％）の分かれなら、

♠ J９３２ ♠ ６  （　3♠　　　P ♠５♦５♣１勝てて５メイクは固いが・・・。若し♠が４－１（３１％）の分かれの時ダミ－の♦を取るための
♥ AK９６ N ♥ Q10８３ 4♠　　ｅｎｄ ） エントリ－が♦Ａ以外に無いので問題になる！
♦ 10４ W ─ E ♦ ９７５２ ♥の３巡目をハンドでラフした後、♠Ａを勝ち、ダミ－の♠10に向けて♠８を出すのが安全プレ－。
♣ ９７２ S ♣ KJ４３ Ｗがカバ－しなければそのまま流す。仮にＥに♠９で勝たれてもコントラクトは安泰。Ｗが♠Ｊで勝ち♥を出してくればダミ－でラフ、

♠ AKQ８４ ♦Ｋでハンドに戻り、♠を集めて♦を勝てば４メイクは可能。
♥ J２ 若し、♠Ａの後、♠Ｋを取り♠４－１の分かれが判明した時点では♦の４枚目５枚目を取る手段がなく、♠と♣でルーザ－が出て
♦ K３ １～２ダウンになる。ペア－戦なら確率約６割（♠３－２の分れ）の５メイクを狙う（危険承知で作戦的に）こともあり得るが、
♣ A８６５ チ－ム戦では安全プレ－が重要です。　尚、ＯＬ：♦１０の場合はダミ-へのエントリ-の関係で♠３-２の分れに賭けるしかなく

このハンドでは２ダウンになる。

Ｎｏ．17
♠ Q４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＷがＳの１♦にダブルをかけ、Ｎが２♦にレイズするとＥ、Ｓがパスする Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ５２ P　　　P　　1♦　　 Ｘ のが普通で、Ｗは再度ダブルをかけ、Ｅが２♥にテイクアウトしてＷが P　　　P　　1♦　　 Ｘ
♦ K９４２ 2♦　　P　　 P　　　Ｘ ３♥にレイズして決まる（左上）。ＷのダブルにＮがパスした時は、Ｅが P　　 1♥　　P　　 2♦
♣ 10８４２ P　　2♥　　 P　　3♥ １♥でテイクアウトする。これに対して強いハンドのＷはＥに少し絵札が P　　 2♥　　P　　　P

♠ AJ９３ ♠ 10８７６ ｅｎｄ あれば４♥が可能と考えて、３♥をビッドするか、２♦のＣｕｅ－ｂｉｄが考 （ 2♠　　P　　 4♥
♥ K10９３ N ♥ QJ８７ えられる。Ｗの３♥にはＥでパスするか、４♥にレイズするかパスするか ｅｎｄ）
♦ A10 W Ｘ E ♦ ８７５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ は微妙（左下）。　Ｗの２♦にはＥは２♥をビッドしてサインオフ。
♣ AK６ S ♣ ９３ P　　　P　　1♦　　 Ｘ 若し、Ｅが２♠をビッドすれば（右）Ｗが４♥をビッドする。

♠ K５ P　　 1♥　　P　　 3♥ ３－４♥/Ｅ　　ＯＬ：♦Ｑ　　ダミ－の♦Ａで勝つ。ルーザ－を♦１♥１♠１に収めれば４メイク可能である
♥ A６４ P　　4♥（P）　　ｅｎｄ が・・・・。♥Ａを追い出して、ダミ－で終わる様に♥を集る。♠が１ルーザ－になるのは３－２の分れで
♦ QJ６３ ♠ＫＱがＮＳに分れているか、共にＳにある時としてプレ－を組み立てる。そこで、♠１０を出してその
♣ QJ７５ まま流す。Ｎの♠Ｑに負け、Ｎが♦Ｋを勝ち、♦を出してくればダミ－でラフし、♣Ａ♣Ｋ♣６と出してハンドでラフ、ハンドから♠６を

出すとＳから♠Ｋが出て４メイクになる。

Ｎｏ．１８
♠ AKQ９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥ＯＰに１９ｈｃｐあるＮはスラムを意識してビッドする。Ｎのレスポンスは１♠と２♠の両方が
♥ ８４ 　 P　　 1♥　　 P 考えられる。Ｓがリビッドで２♣をビッドして、Ｎからスラムトライして６ＮＴ/Ｎになる（左上）。
♦ KQJ２ 1♠　　P　　2♣　　　P Ｓが１ＮＴをリビッドすれば、６ＮＴ/Ｓになる（左上）。
♣ KJ５ 4NT　P　　5♥　　　P ６ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♦４ 　ダミ－の♦Ａで勝つ。ウイナ－は♠３♦４♣２は確実だが♥で１ルーザ－に出来る

♠ J８６５２ ♠ 10７ 6NT　ｅｎｄ か？　♥の触り方が難しい。① ♥ＡがＥにあるとして♥３－３の別れを期待してハンドからダミ－に向け
♥ A５３ N ♥ J９７ て♥を２回出す。　② 若し、♥ＡがＷにあった時は２回目の♥では♥Ｊのフィネスをするプレ－を選択す
♦ 10８ W │ E ♦ ９７６４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ れば６メイクするが・・・・。１ダウンになるケースが多いかも。
♣ Q９２ S ♣ ８４３ 　 P　　 1♥　　 P ＯＬ：♣８の時は →♣６→♣Ｑ→♣Ｋ　となり、♣で４個勝てることが判明し、♥で１個勝てれば６メイク

♠ ４３ 1♠　　P　　1NT　　P 確実なので、♥を出して♥Ａを追い出せば、６メイクは固い。　ＯＬで結果に差が出る。
♥ KQ10６２ 4NT　P　　　5♥　　P ６ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ： ♠５　　ダミ－の♠Ａで勝つ。上記と同様に♥で１ル－ザ－に出来るかが成否を分ける。
♦ A５ 6NT　ｅｎｄ ♣Ｑの両ウエイフィネスを当てればよいが・・・
♣ A10７６
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Ｎｏ．1９
♠ AJ９８４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ｒｄハンドのＮは１２ｈｃｐながら、Ｊが４枚もある弱いハンドであるがＮｏｎＶｕｌでもあり、１♠でＯＰする。
♥ QJ10 　P　　　P Ｅが２♥のＯＣした時に、Ｓがパスするか２♠にレイズするか？２♠レイズするペア－が多いと思う。
♦ J 1♠　 2♥　　2♠　　3♦ これに対してＷがパスするか３♦をビッドするかもあり、ペア－により差が出易い。また、Ｗの３♦に
♣ QJ４３ P　　　ｅｎｄ 対してＮが３♠をカブセル可能性もある。

♠ 10６３ ♠ Q２ 　（3♠） ３♦/Ｗ　　ＯＬ： ♣Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♠Ａで勝つ。♦６♣１♥２と♠ラフのウイナ－があるので
♥ ５２ N ♥ AK８６３ ４メイクは確実。　尚、♥の分れが３－３なら♦を集めた後、♥Ａ♥Ｋを勝ち♥の３巡目を♦１０でラフ
♦ AKQ10 W ─ E ♦ ８７３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ （重要）して、♦８でダミ－に渡りエスタブリッシュした♥の４枚目５枚目が勝てて５メイクになるので、

９６ S ♣ A５ 　P　　　P このプレ－を試みるべきである。
♣ ８６ ♠ K７５ P　　1♥　　 P  　1NT それにはダミ－へ渡るエントリ－のためにハンドの♦６を残す必要がある。

♥ ９７４ P　ｅｎｄ ３♠/Ｎ　　ＯＬ： ♥Ｋ　続いて♥Ａ♥６を続け、Ｗがラフして♦Ｋ♦Ｑを出すのでＤｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフする。
♦ ５４ ♠Ｋ♠Ａと集め♣Ａに負けて１ダウンになるのが相場である。
♣ K10９７２

Ｎｏ．20
♠ J10６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♥に対して超アンバランスハンドのＥのビッドは注意が必要。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ A８５３２ 1♥ Ｍａｊｏｒ優先のビッドスタイルでも、♣が７枚ある２♣でレスポンスする。 1♥
♦ ９８５３ P　　 2♣　　P　　2NT これに対するＷのリビッドはペア－により２ＮＴ（左）ｏｒ２♥（右）に分れる P　　 2♣　　P　　 2♥
♣ ― P　　 3♣　　P　　3NT かも知れない。　左の場合Ｅの３♣リビッドにＷが３ＮＴをビッドすれば P　　 2♠　　P　　2NT

♠ K９５ ♠ AQ７４ P　　　P　ｅｎｄ　　 そのまま決まり、４♣をビッドすればＥが５♣にレイズする。 P　　 3♣　　P　　 4♣
♥ KQJ６４ N ♥ 10   （ 4♣ Ｗのリビッドが２♥の場合（右）は、Ｅは２♠をリビッド（Ｆｏｒｃｉｎｇ）し、Ｗの P　　 5♣　　ｅｎｄ
♦ J７２ W ┼ E ♦ ６ P　　 5♣　　ｅｎｄ ） ２NTに３♣をビッドして♣６枚以上を示す。これに対してＷが３NTならパス、
♣ A10 S ♣ KQJ８５３２ ４♣なら５♣にレイズすることになる。

♠ ８３ ３ＮＴ/Ｗ　ＯＬ： ♦３　　Ｓは♦Ｑで勝ち♦Ａ♦Ｋと続け、♦１０♦４（この時Ｎは♥８を捨てる）を勝って、♥を出すので２ダウン。
♥ ９７ ＯＬが他のス－ツの時は♣７♠３個は勝てるので４メイクは確実である。　ＯＬによりスコアーに大きな差が出る。
♦ AKQ10４ ５♣/Ｅ　　ＯＬ： ♦Ｋ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦の２巡目をラフして、♣を集めた後♥Ａに負ければ５メイクは確実。
♣ ９７６４

Ｎｏ．21
♠ Q６５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♦のＯＰにバランスハンドで１４ｈｃｐのＳは３ＮＴでレスポンスするのが普通。　しかし、Ｎが♦６枚
♥ A 1♦　　P　　3NT   P 以上の１６～１８ｈｃｐのハンドの場合（６♦の可能性あり）に備えて２♣をビッドするレスポンスも考えら
♦ AKJ９３ ｅｎｄ れる。
♣ ９７３ ３ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ： ♥５　　ダミ－の♥Ａで勝った後のプレ－方針が難しい。ウイナ－は♠３♥１♦２♣１の７個

♠ J９ ♠ 10８７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ しかない。♦Ｑのフィネスが成功すれば（確率５０％）、♦で５個勝てて４メイクするが・・・不成功の時は
♥ K10８５３２ N ♥ J９６ 1♦　　P　　 2♣    P Ｅからの♥リターンでダウン必至で仕方なしとするか？　　もう一つの可能性として♠Ａでハンドに入り、
♦ ７５４ W │ E ♦ Q６ 2♦　　P　　3NT　ｅｎｄ ♦１０を出して♦ＱＸの可能性を狙って♦Ａ♦Ｋとタタクプレ－が面白い。♦Ｑがダブルトンの確率は約２７％
♣ Q６ S ♣ K10５２ であるが、♦Ｑが残っても♦を出して負けに行った時、Ｗに入れば（フィネスが成功する時）はハンドの

♠ AK４ ♥Ｑ７がストッパ－になっているので３メイク出来る。♦ＱがＥに残る場合はフィネスが成功しない時なので、このプレ－のリスクは
♥ Q７４ ４メイクが３メイクになるだけである。このハンドの様にＥが♦ＱＸのケース（確率的には１３％強）ではフィネスよりもメイク出来る
♦ 10８２ チャンスが増える。
♣ AJ８４

以上
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